






Study on the ConscIousness of Employees 
(Seguel. Part VI) 
-Analysis of the Factors of Atrnos Consciousness and Non-Atmos one-
Keizo ASHIKI 
This thesis aims to suggest that age strata is very important factors and tools to have access 
to study of employees' consciousness of ATMOS and Non-ATMOS 
This study is an intensive categorical analysis of employees' A TMOS consciousness by ful 
adaptation of Hayashi's theory of quantification. 
With the limited data， however， the study was attemped again in regard to the character 
istics and their attribute factors to be cleard. 
These study fortunately succeeded to clear the fact that noticible differences lie in the 

















































企業規模別人員 職掌別人員 階層別人員 年齢階層別人員
50- 100- 200- 事営 務業 従生 産事 一般 監督 管理 17- 25- 35歳 計99人 199人 299人 24歳 34歳 以上
483 745 445 489 1，184 1， 112 405 156 429 528 716 1，673 


























アイテム 由テゴ， - 4{X9IOト-}Jb レ~ ; 相対%的{順観定位力) (XI0-') 
会社の方針指示 l よく櫨底している .03 
同 D!RECT Z どちらと色いえない - 制渇 11，1(2) ， 111底していない '05 
組揖命令系統の昆乱 l たびたσ晶畠 z 
ANNOY 
E たま"ある -" 129 2.4(12) 3 位い 82 
配置仕事の割当て差別 I 不調"恩う 210 
DISCR副I
2 それ日どで位い -" 519 9.S(ヨ}3 不構"恩わない ー坊9
仕事について直接上位の 1 適切である お1
指" 2 どちらともいえない 20 421 1.6(5) 
LEAD S 適切でない 190 
仕穆上の知泉鏡術開11得 l 必要である " の必要性 2 それ品どではい - I '" 5.9(6) KNOWLEDC 3 必要でない '91 
毎日の仕事的直強度 l 非常"疲れる 70 
FATIGUE 
Z どちらと志いえ屯い - 88 157 2.9(11) 
S あまり疲れない - 52 
体掴時聞の利用 1 充分に利用で晶畠 '45 
町在RVAL
Z どちらと品いえない - 9c 4同7 8，4(4) 
3 不充分 '13 
改善{能率向主}の余地 1 できる 78 
EFFICEN 
Z それほど"い . 1" 3.5(10) 
3 できない li5 
質金額の訣定(同僚と比 1 公平である 210 
厳して} Z どちらと志いえない " '43 4，5(皐}DECIWACE ヨ 不公平 2i 
質金の内訳 l よく知っている 9c 
3.5(9) I 
CONWAGE 
Z 大体知力ている 5 19' 
3 全く知らない 103 
賃金の計算方法
1 面倒であ畠 51 
CALWAGE 
E それほどでない -， 126 2.3(14) 
B 副倒でない - 75 
工場内の危険有害箇所 I 1 ~る 53 ，.，旧)I 
DANGER 
Z わからない 46 127 
2 屯い 74 
幹部の従藁員理解度 1 充分四酵しτい畠 53 
UNDERST 
2 どちらともいえ屯い s 58 1.1 U5 ， 1.，僻してない 2 
回場の雰囲気 1 しゥ〈りしている '" 
ATMOS 
Z どちらともいえない -  おS 4.9(7) S しっくりしていない 142 
定着意識 I 11¥きたい “2 
WILLWORK 
2 それほどでない 128 " 29.8(1) 3 骨量た〈ない 1081 
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アイテム カテゴ明司 ベヲト" レンジ 相対男的{刷規定出力(XIO->) (XI0->) 
会社の方針指示 1 よ〈盤底している 308 
PODIRECT 
E どちらともいえない -" 456 7，4(5) 3 盤底していない 148 
仕事へのはりあい ) ，.じている 131 
QWL 
E どちらともいえない 5 300 4..9(8) 
3 感じていない ". 
組織命令系艇の毘乱 1 たびたびある "0 
ANNOY 
2! t:ま1<ある - 40 22B 3.1 (11) 
S ない - 61 
配置仕事の割当て差別 1 不欄1<思う 302 
DISCR刷I
Z それほどでない -124 516 9，4(4) 
2 不調に恩わ'"い - 274. 
仕事1<ついて直接上位の 1 適切である 231 
備司・ Z どちらと色いえない -166 '" 13.5(2) LEAD S 適切でない 594 
仕事上の知鎗館街の痩得 l 必要である " の必要性 Z それ惜どでない -，. ." 6，6(7) KNOWLEDG S 必要でない 198 
毎日の仕事の痩皆目E 1 非常1<蜜れる 101 
FATIGUE 
Z どちらともいえない -158 '" 4.3 (10) 3 あまり在れ'"い - 19 
休憩時聞の利用 1 充分1<利用で量畠 幻
lNTERVAL Z どちらと色いえない s " 0.9 (15) 3 不充分 19 
改善備官事向上)の余地 l できる " EFF1CEN Z それほどない 52 8I 1.3 (14) 2 で色ない - I5 
賃金額の訣li';(同僚と比 1 公平で晶畠 19' 
鮫して} Z どちらともいえない -" ". 4，7(9) DECIWAGE S 不公平 " 
貴金の内訳 1 よく知司ている 199 
CONWAGE 
2 大体知，っている - 60 613 1l.O(3) 
3 全〈知ら'"い .， 
賃金の計算方法 l 面倒で晶畠 5 
cιWACE 
Z それほどでない - 30 121 2，0(13) 
S 面倒でない . 
工場内の危険有書簡所 1 ， ~る " DANGER E わから'"い 85 161 2.7(12) ヨ ない -" 
幹部の従寒員理解度 1 充分理解してい畠 1016 
UNDERST 
Z どちらともいえない -157 1242 20.3(1) 
3 理解して~い 221 
定着意趣 1 働きたい 122 
W仏LWORK

















RANK 11' 3' 4 516 118 9110 11112 13114 115 
て i 詰りab i i 喜車 歯普自、
NON-ATMOS NO I NO NO IYES NO I NO NO I NO NO IYES YES ? I NO ? I NO 




































































ず 4 予ム カテゴリー ベ(Xヲ10-'ト}ル
レ Jν 相対%的{頓規位定}力(XI0-') 
会社の方針指示 1 よく観底している 315 
PODlRECT 
Z どちらと 4いえない 叩 57 437 5.7(7) 
3 徹底してい位い 122 
仕事へのはりあい 1 檀じている 15 
QWL 
E どちらともいえない -216 3憾4 5.0(10) 
3 瞳じていない 1" 
組組命令系統の毘乱 1 たびたびあ畠 97 
ANNOY 
E たま"晶晶 121 240 3.1(14) 
3 ない - 120 
配置仕事の割当て差別 1 不剖"思う 270 
DISCRD叫【
2 それほどでない -163 495 ι5(6) 
Z 不満に思わない -ー225
仕事について直接上役め 1 適切である '" 指導 Z どちらと品いえない - 90 112げ 14.1(1) 
LEAD 3 遍切でない 63. 
仕事上の知識銭術の..得 1 必要である 1" 
の必要性 Z それ陪どでもない -129 97' 12.8(2) 
KNOWL田 G 3 必要でない - 851 
毎日の仕事の鹿労度 1 非常に疲れる '" FATIGUE 2 どちらと bいえない - 325 58悶 7.7(4) 3 あまり誼れない 211 
休憩時閣の利用 I 充分に利用できる 60 
lNTERVAL Z どちらともいえない - 367 570 
3 不充分 203 
改善{能率向上)の余地 1 できる '" EFFICEN 2 それほどない - 85 2同4 4.7(12) 
3 でき'.い 2ll 
質金閣の決定{同僚と比 l 公平である '" 較して) E どちらともいえない 11 "1 5.1(8) 
OECIWAGE 3 不公平 -ー}04
賃金の内訳 1 よ〈知『ている 310 
CONWAGE 
2 大体知ゥている " '" 4.6 (13) 3 全く知らない " 
賃金の計算方法 l 面倒であ畠 " CALWAGE E それほどでない " 357 4.8(11) 3 面倒でない 279 
工場内の危険有書簡所 l ある '08 
DANGER 
Z わからはい 452 760 9.9(3) 
3 ない " 
幹部の従業員理解度 1 充分理解している 126 
山 DERST
2 どちらともいえ拡い - 244 "7 5.0(9) 
ヨ 現解していない 143 
定着意識 1 ，..きたい 121 
W江ムWORK
2 それほどでない - 42 '24 2.9(15) 











~.l 5.0 5.0 ~4.6 
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RANK 11' " ， 516 " . 9110 11112 13114 15 
内基i i! つ
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署警S 数量化理組餌E頬!とよるATMOS志向の要因分析 (AGE2沼 34) 
アイテム 古テゴリー ベ骨トル レ;." !/ 桐畑%的帽観定位)力(XI0->) (XI0・<)
会社の方針指示 1 よく融底している 320 
PODIRECT 
Z どちらともいえrょt、 '1 3拓10 4.6(11) 
B 憧底していない " 
仕事へのはりあい 1 暗じている 197 
QWL 
2 どちらともいえない " "凶 5.2(9) 3 暗じていない '" 
組掛命令系統の毘乱 1 たびたびあ昌 '" ANNOY 2 たまにある " 521 6.9(1) I S ない -111 
配世仕事の割当て差別 1 不満"思う 62 
DlSCR皿1
2 それほどでない - 1 16凶 2.2(14} 
S 不満1<鳳わない 10' 
仕事についての直接上位 1 適切で晶る '" の指導 2 どちらともいえ年い -193 1005 
LEAD 3 適切でない 7ll 
仕高値上の気噛筏衡の獲得 1 必要である " の必要佐 Z それほどでもない 161 鴎" 1.7(6) 間 OWLE田 3 必要でない 52' 
毎日の仕事の鹿野度 1 非常に直れる 11. 
F/，:羽田Z
E どちらともいえない - 61 '" 4.9(10) 3 あま0鹿れない '54 
体薗時聞の利用 l 充分K利用で語る '" 町τ'ERVAL Z どちらと色いえない - 11 . 5.9(8) 
3 不充分 -152 
改善(能率向上jの余地 1 で邑昌 " EFFlCEN Z それほどない 52 z5 0.3(15) ヨ できない 2 
賃金額の決定(同僚と比 l 公平である '" 駿して) 2 どちらともいえない - 69 281 3.7(13) 
DECIWAGE 3 不公平 167 
賃金の内訳 E よく知ってい畠 52 
α凹 WAGE Z 大体知っている - 81 偲3 8.4(5) 3 全く知らない '" 
賃金の計算方法
1 面倒である '" CALWAGE Z それ日どでない 14 32. 4.3(12) 3 面倒でない -214 
工場内の危険有書簡所 1 I ~る 116 
DANGER 
Z わからない " 6" 9.0(3) 3 ない -56' 
幹部の従事員理解度 l 充分麗解している 980 
UNDERST 
Z どちらともいえない -172 1137 15.0(1) 
2 理解してない 157 
定着.揖 l 働.たい '" WIU..WORK Z それほどでない ，.， '" 8.6(4} 3 働きたくはい '" 産 ']=0.61116喝01














RANK 1" 3 " 
5 1 6 "8 9 110 11112 13114 15 
円 喜事豊 益E 富 改善地の余
NON-ATMOS NO I NO YE' ? I NO NO IYES YES NO IYES NO IYES NO I NO I ? 
ATMOS YES YES NO IYES ? IYES NO I NO YES NO IYES NO IYES YES YES 
医7 ATMOS志向に対する各アイテムの伺対的影響力の比炉 (AGE・z5織-34.)
108 足木圭蔵






























いずれにしても， iWILL. WORK.NOj， iQWL・NOj
と低位につづく影響要因を包含して，この年令階層の否
定的ATMOS意識が浮き彫りにされている。











~ .トル ν ;.， ; 相対%的(順規定位}力(XIO-') (XlO-') 
会社の方針指市 1 よ〈趣底している .69 
PODIRECT 
2 どちらともいえない -" '" 10.3(3) 3 樟底していない 274 
仕事へのはりあい 1 '5じている 50 
QWL 
2 どちらと品いえない - 32 252 ヨ，5(11)
3 喧じていない 審"
組構命令系続の混乱 1 たびたびあ畠 104 
ANNOY 
Z たまにある -116 222 3.1(12) 
3 ない 106 
配置仕事の割当て差別 E 不満に思う '" DISCRDdI Z それほどでない -186 61. 9.3(5) 3 不調に思わない -28' 
仕事についての藍躍上位 1 適切である " の街導 Z どちらと色いえない 一例 352 4.9(8) 
LEAD 3 適切でない お8
仕務上の知舗を支術の獲得 1 必要であ昌 " の必要性 2 それほどで4ない -362 ." KNOWLEDG Z 必要でない 4" 
毎日の仕事の捜封度 l 非常"鹿れる 63 
FA百GUE
Z どちらともいえない -}47 '" 3.8(10) S あまり疲れない 126 
体温時間の利用
l 充分に利用で量る " 町TERVAL E どちらともいえ担い " " 1，2(15) 3 不充分 -，
改善{飽率向上}の余地 1 で.畠 22 
2 それほどない '" 290 4.0(9) EFFICEN 3 できない -167 
翼金額の決定{同簡と比 1 公平である 526 
敏して) Z どちらと忠いえない . 676 9，4(4) 
DEClWAGE S 不公平 156 
買金の内訳 1 よ4知唱でいる 186 
CO別WAGE
Z 大体知ーョている - 27 560 7.8(6) 
3 全く知ら'"い 312 
賃金の計算方法
1 面倒であ畠 " CALWAGE E それほどでない - 6 " 1.3(14) 3 面倒でない - 50 
工場内の危険有害箇所 1 ある 81 
D刷 q回 Z わからない -" 1" 2.5(13) 3 ない -" 
幹部の能薬貝理解度 1 充分理解している 1202 
UNDERST 
2 どちらと 4いえない -114 14.55 20.2(l} 
3 理解していない '" 

















RANK 1 I 2 '" 5 I 6 7 I 8 9110 11112 13114 15 
代 詰富南の
NON-ATMOS NO I NO NO r NO YES NO I NO NO I ? NO I NO NO IYES YESj ? 
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j_ 
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